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涯
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す

る
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共

に

、他
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に
於
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ズ

は

侬

然

と

し

て

技

術

 

的
生
產
の
三
要
素
を
主
張
す
る

を

得

た

の

で

あ

る
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之

 

を

以
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彼

の

資
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理

論

に

關

す

る

最

も

特

色

め

る

«
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m

if
ベ
く

、
又
斯
の
如
会
見
解
は
十
分
吾
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の
'注

目

に
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る

所

で

あ

る

と

信

ず

る

。
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高
：へ
，

.」

ハ
大
茈
十
四
年
一
月
三
日
、
；午
前
+

時「

ー
十
分
を
«

で 

阿
部
秀
助
敎
授
は
其
聖
：い
：生
涯
を
終
^
れ
た
？

： 

先
生
は
明
治
九
年
七
月
ノ
九
州
福
岡
布
須
崎
町
土
手 

「

町
に
出
生
せ
ら
れ
、
長
じ
て
明
治
一1

十
五
年
福
岡
高
等
，
 

小
學
校
を
卒
業
せ
ら
れ
た
る
後
、
故
鄕
を
去
つ
て
山
ロ 

に
到
り
ニ
十
九
年
山
口
中
學
校
：、

三
十
三
年
山
：ロ
高

等 

學
校
を
卒
，業
せ
ら
'る
る
や
、
策
を
負
ふ
て
來
上
し
東
贫

上
肇
氏
ミ
學
交
あ
り
' 

河
上
學
士
p

r

-新
史
観」

に
寄
せ 

た
序
文
の
中
に
、
先
生
の
歷
史
觀
の
—
班
を
示
さ
れ
て 

居
る
。：
明
治
三
十
八
年
七
月
三
十
日
V

::
:
召

集

令

を

受

け

ソ 

、直
ち
：に
小
倉
に
急
行
し
？
八
月
戰
地
滿
洲
の
野
に
出
征 

さ
れ
た
。
軍
務
は
後
方
，
重
の
任
^

れV

も
幾
度
か
前 

線
^

往
復
せ
&

れ
て
辛
苦
を
積
ま
れ
た
。こ
ニ
十
九
年
ニ 

月
歸
還
、
直
ち
に
以
前
0

如
く
法
政
大
學
：の
講
壇
に
立： 

た
れ
た
。

,:;
:
然
る
ね
明
治
四
十
萍
”
慶
應
_
塾
じ
於
で
地
理
學
、
，
 

歷
史
學
を
講
ず
べ
き
人
材
を
求
む
る
や
"：

先
生
は
當
時 

ー
學
交
夂
訂
す
る

こ

と

の
密
な
レ
^
福
田
德
！

u

敎
授
の
賞 

「

爾
措
沪
ざ
る
辭
ぁ
0

て
、
；義

塾

1
入̂
>

大
學
：豫
科
！2
於ーー 

て
地
_

、
®

^
を
講
せ
ら
れ
又
.會
く
は
普
通
部
に
於
て 

も
地
理
を
講
せ
ら
れ
れ
る
や
に
傅
へ
聞
くC 

, 

爾
来
今
日
に
到
る
ま
で
^
«
義
難
の
敎
授
ヒ
し
て
愈 

'，々

益
々
其
學
蹟
を
穑
ま
れ
れ
の
で
あ
る
b 

4
先
生
の
著 

作

論

文

を

左

に

列

擧

せ

ん

卩

;:
'

::
:

、

;:;
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阿
部
^
助
洗
坐
の
學
究
的
生
越

第
二 
號 

ー
5£
0

帝
國
‘大
學
文
斜
大
學
史
學
科
に
.入
學
せ
ら
る
。
此
東
部 

遊
學
の
間
脚
氣
に
惱
ま
さ
れ
て
一
年
の
休
學
を
餘
儀
な 

く
さ
れ
明
治
三
十
六
年
七
月
同
史
學
科
を
卒
業
せ
ら
れ 

た
先
生
は
卒
業
以
前
の
三
十
六
年
五
-月
旣
に『

內
田 

博
士
の「

日
本
近
世
史」

を
請
む』

(

史
學
雜
誌)

を
發
表

せ
ら
れ
た
。
續
い
て
左
の
ニ
篇
の
硏
究
論
文
を
公
表
さ

X
2
0 

%TII
I治

：；

=
>-
_
十1

月
被
川
家
康
■の
商
政
^「

メ
^
ヵ
ン
チ
9
ズ
へ」 

ミ
の
關
係
を
論
じ
て
彼
が
妞
商
獎
細
の
泐
機 

r
及
ぶc

见
學
雜
誌)

同
骨
七
年1

月

S

政
宗
海
外
派
逍
使
の
臭
に
對
す
る 

晋

人

の

疑

間

(

史
學
雜
誌)

文
科
大
學
史
學
科
卒
業
後
直
ち
に
明
治
義
會
中
學
に

奉
職
し
歷
史
ノ
地
理
を
*
發
ら
れ
、
翌
三
十
八
年
に
は

暫
く
請
賣
新
聞
に
入
祉
せ
ら
れ
た
。
恰
も
此
頃
は
先
生

0
苦
闘
時
代
で
あ
つ
た
ぞ
後
に
自
ら
人
に
語
ら
れ
た
こ

と
が
あ
る
。
三
十
八
年
四
月
ょ
9
は
法
政
大
學
に
講
義 

を
せ
ら
ゐ
る
.：V
V
4、
な
つ
，た
。
當
時
先
生
は
法
學
士
坷 

.

!

明
治
四
十
尔
十
另
：
 

明
治
四
十1

¥

1

ニ

綜
合
鸫
濟
地
理
'

日
本
地
理
講
義(

上)

：

世
界
經
濟
上
1:
於
け
る
£
戶
開
放
主
義C

國
段
經
濟
雜 

誌>本
邦
古
代
史C

慶
應
義
熟
學
報)

‘ 

現
代
の
史
風(

史
學
雜
認)

世
界
經
濟
上
it
於
け
る
門
戶
開
放
主
義C

阈
民
經
濟
雑

&
 

.

.

海
洋
の
研
究
ハ
±
^

駿
應
義
熟
學
報)

古
代
史
研
究
の
方
法L1

就
令
て(

歷
史
地
理)

海
洋
の
研
究(

下X

駿
應
鷀
熟
學
報)

月

三

月 

H
月
 

四

刀

八

月
 

，
九

月
 

+

月

|

則
治
四
十
ニ
年 

I

月人文史上

|:
於
け
る
都
市

(

歷
史
地
现

)

‘

.

十
七
世
組

|-
於
け
る

1
=米
の
關
係

(

上)
(

殴
臌
親
熟
學 

報〕

.

ニ
，
月
十
七
世
組
に
於
け
る

H
米
の
關
係(

下)
(

殹
應
義
熟
學 

報)

五
，
月

.日
本
签
督
教
史
の
硏
究
.
.

(

信
^
、琢
吉
、家
康
の
.恶
#
教 

‘
徙
It
對
す
る
態
度
，

)
(

三
£
學
會
雜
誌)

八
月
新
著
紹
介
ド
ー
ソ
ン
男
、
_
宙
史

W
中
萃

1

郎
譯 

5
1田
學
會
麵

I)

九

月

上
總
介
忠
輝
：

(

一)

S
I旧
^
會
難

I)

第
ニ
號

1

五
班
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r

三
田
學
會
雜
認
ソ

:
.

最
近
に
於
け
る
世
界
各
地
1:
於
け
备
探
檢(

慶
臌
義
塾 

:

.
勘
報)

十
：

I

月
上
線
介
忠
輝

(

三)

：(

H
田
缵
會
雜
誌
'

>

明
治
西
十
三
年

1
1

刀上總介恐輝

(
四
：
>':(

三
盱
學
會
雜
；1)

r 

'
ぃ

中
世
1-
於
け
み
資
本
的
企
業
の
皮
的
發
展(

史
學
雜
誌)

|

 

k

i

.̂

上
總
介
忠
輝
-'
:(

五
> 

「
(

卒
田
學
脅
雜
儲)

，

四

‘只
新
著
紹
介
幸
田
成
友
著
大
鹽
平
八

^(

三
田
學
會
雑
騎)

I

 

.

,
六
.
月

宗
教
改
苹
時
代
8
資

本

主

莪

Q
f田
樹
會
雜
認
しj 

九

爿

■日
本
地
理
講
義
：CT.)

::
:
';

:

, 

.

.
7

此
年
先
生
は
慶
應
義
塾
ょ
な
海
外
留
學
を
命

f
}

ら

れ
.
 

西
比
利
3?
1
鐵
道
に
ょ
ゎ
露
都
を
經
て
、
同
年
秋
獨
逸
伯

\ 

林
に
久
^

^
十
月
上
句
に
は
硏
究
の
便-®
上
、
伯

林

大| 

學
に
ス
學
？
れ
た
。
そ
し
で
其
入
擧
式
に
當
つ
て
シ
ュ 

ミ
ッ
ト
總
長
と
堅§
搌

手

さ

れ

た

時
|:
は 

一
®
の

感

慨| 

に
打
た
れ
た
と
云
ふ
こi
で
あ
る
。
.其
月
は
拾
も
伯
林 

次
學
百
庠
祭
に
お
t
し
盛
ん
な
る
炬
^

行
列
が
催
さ
れ
::
;
:

冼
生
も
喜
ん
で
獨
逸
の
學
生
と
典
に
此
行
參
加 

せ

ふ

れ

：た6
:其

後
.暫

{

先

生

，は

柏

林

：大

學

：の

.

シ
ユ
.モ
.
1ラ

7
\は

.餘命
の
' あ
ら
ん
限
り
ノ
日
本
に
於
け
る
着
實
な 

る
史
風
の
犠
牲
者S

な
ト
、
後
援
者
と
な
つ
て
硏
究 

■

に
從
事
致
度
候
0

:

遠
く
離
れ
て
11

國
の
現
狀
を 

囘
願
す
n

ば
、
實
際
の
.政
策
に
於
で
將
.に
思
想
上
の 

傾
向
に
於
；て
多
ぐ
論
す
ベ
：
&

も
の
有
之
候
。I
只
*
む 

:;-

卜
べ
き
«

の
多
べ
し
て
月
：日0:

經

過
し
:^

き
こ
と
眞
に
..j 

::-
人
生 
P
 

:
す」

，
!:
:

:
''
い

;;

翌
年
，
南
®
逸
地
方
並
に
伊
太
利
.の
諸
都
市
を
歴
遊 

:

せ
^

^「

英
國
ア
メ
グ
カ
を
視
察1,
-
明
治
四
十
五
年
七
:-
:
| 

月
歸
朝
ざ
れ
れ
。
後
に
先
生
は

「

滯
歐
ニ
简
年
"
其
間
殊
一 

に
深
き
印
象
を
受
け
し
は
ゾ
：ムパ
ル
ト
敎
授
£
す
。
.其

| 

直
截
に
し
.て
明
快
な
る
講
義
は
■
:
沄

J々

と
自
ら
述 

T
:t
:

®
ら
れ
れ
。
爾
來
ノ
義
塾
の
敎
壇
に
於
て
昨
年
に 

到
る
ま
で
理
財
科
、
經
濟
學
部
に
於
：て
は
近
世
經
濟
史
、 

:
獨逸

*
*

學
說
"
獨

逸

語

"
硏

究

會

。

文

學

部

に

.
於

て

は 

西
洋
史
ス
地
理
學
"
史
學
硏
究
法
^:
敎
授
"
指
導
せ
S 

.

.
れ

た

。
，
先

生

め

學

■生
に
■
せ
&
る
や
*

に
懇
篤
を
極
め 

浓

十

九

卷

§

〇
九)

.

m部
秀
坳
先
.生
の
學
究
的
生
涯

$
1

號
.

1

E
六 

1

敎
授
に
就
き
、
又
'
伯
林
高
等
商
業
學
校
の
ゾ
A

バ
ル 

ト
敎
授
の
經
濟
史
を
も
鵷
離
し
、
硏
究
主
題
と
せ
ら
れ 

た
る「

企
業
の
見
地
よ
り
觀
，た
る
中

?

及
び
近
世
史」

 

ミ
|
1

三

，
の

理

論

的

方

画

に

關

係

す

^

硏

贺

材

料

蒐

集

の
 

た
め
に
伯
林
の
王
立
圖
書
舱
、
伯
林
大
學
咐
腸
圖
書
館 

に
通
は
れ
た
0

そ
し
て
先
生
隹
ら
は
、
シ
ュ
乇
1

ラ
I

。 

-
ゾ
ム
パ
ル
ト
兩
敎
授
の
學
說
に
對
し
て
少
な
か
ら
ざ
る 

疑
問
と
史
的
反
瞪
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
^

云

は
れ 

た
。
其
年
の
秋
十
月
ニ
十
2£
日
の
日
附
を
以
て
伯
林
ょ 

り
祖
國
に
其
近
?«

を
報
甘
&
れ
た
る

書
信
の
末
に
は
斯 

く
書
い
て
あ
る
。

フ
：
•

日
本
0

如
き
新
進
の
學
術
國
に
於
て
必
要
な 

る
は
戰
場
の
功
名
者
に
あ
ら
す
し
て
寧
ろ
戰
場
の
犧 

:

:

牲
者
に
有
之
候
"

不
肯
、
生
が
如
き
も
の
旣
に
日
露 

の
戰
役
に
於
て
死
す
可
き
身
な
6

。'餘
命
を
今
日
に 

全
ふ
す
る
は
之
れ
天
の
賜
な
b

。
余
は
此一

事
を
间

想

it
る
毎

感
慨
の
念
胸
に
充
つ
るを
覺
ゆ
。
希

l

i

i

n

如
何
な
る
勞
を
も
惜
ま
れ8
い。 -

さ
れ
ば1,

度
先
生
の 

講
義
に
參
じ
、
指
導
に
浴
し
れ
る
潰
は
永
く
先
.生
の
德 

を
思
慕
し
て
已
ま
な
い
の
で
あ
る
。
年
と
典
に
先
生
の 

研
究
蕰
蓄
愈
I
深
く
、
時
々
其
學
殖
の1
端
を
發
表
さ 

れ
た
の
で
あ
る
。

;

:.
.

大
正
元
年
‘

九
ガ
歐
米
諸
國

.の

.大
都
市(

上)

'

\

l

i
 

.
十

月

原

始
民

族
！！
於
け
る
交
換
の
意
義(

三
田
擧
會
雜
關) 

伯
林
ょ
り
^
姐
へ
.
.
.
，
 

(

人
生
ミ
爽
現
，

)

.

歐
米
骼
國
の
大
都
市(

屮)
r

法
學
忠
林) 

十
一
月
歐
米
諸
國
の
大
都
市

(

下) 

(

法
a
志
林)

. 

埠
頭 

c

人
生
ミ
表

0
 

:

大
疋
1
1年 

ノ

1

月
史
學
の
极
本

ni
j
題
•
.史
學
の
客
觀
蚀
e 

.

史
料
0
心
理
的
澈
義 

c

i雜
晴)

.

載
督
教
3
新
虫
活 

C

人
生W

表
現) 

獨
逸
ミ「

パ
少
チ
ク
ラ
”
、、ス
ム
ス」

(

慶
腿
義
熟®

報」
:

二
月
躅
逸
最
近
の
經
濟
ゆ

. 

(

_
家
學
會
雜
儲

) 

.

.七
月
近
世
資
本
主
義

W.

地
代
說——

V

A
パ
^
ト
教
授
の
燹
本 

主
義
趄
源
說
に
對
す
る
史
的
批
舛(

三
田
學
#
i
g
> 

.,
八
.
力
歐
洲
の
.樂
觀
的
財
政 

(

法
學
忠
林)

i

i

1

五
七
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秀
助
先
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學
究
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涵

笫
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(
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學
會
雜
誌) 

C
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義
熟
學
報
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(

三
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會
雜
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(

三5

學
會
雜
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1

月
中
世
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以
上
"

列
擧
せ
る
諸
著
作
論
文
の
外
、
大
疋
十
年
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'

來
"
慶
應
義
塾
經
濟
學
部
の
諸
敎
授
ビ
共
に
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新
報
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經
濟
學
講
義
錄
に
於
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近-世

傷

史
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獨
逸
經
濟
學
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の1

一
科
目
を
擔
；當
せ'ら
れ
た
。
殊
に
其
後
者
の1

部
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j

昨
秋
病
床
に
在
り
，
疲
勞
苦
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し
て
執
筆
せ
ら
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j

た
る
謂
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最
後
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文
で
あ
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。
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實
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帝
國
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講
赣
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に
經
濟
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講
述
せ
ら
れ
た
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が
あ
る
。
近
年
先
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の
硏
究
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史
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硏
究
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ら
る
る
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懷
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れ
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懇
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熱
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熱
烈
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句
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迫
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；
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友
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献
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